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２
月
11
日（
祝
）に
県
漁
協
西
海
支
所
で

「
冬
の
日
本
海
波
祭
り
大
漁
鍋
大
会
」が
行

わ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
大
勢
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
漁
鍋
大
会
は
、
地
元
の
西
海
公

民
館
が
、
漁
協
や
小
型
漁
船
会
、
青
壮
年
、

女
性
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
起

舟
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

早
朝
か
ら
多
く
の
人
が
大
漁
旗
に
彩
ら

れ
た
会
場
に
詰
め
か
け
、
午
前
10
時
に
公

民
館
長
の
大
野
堯
さ
ん
が
、
開
始
の
合
図

を
出
す
と
、
我
先
に
と
地
元
の
獲
れ
た
て

鮮
魚
を
求
め
て
大
行
列
、
魚
は
あ
っ
と
い

う
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
大
漁
鍋
に
は
カ
ニ
や
タ
ラ
、

甘
エ
ビ
が
た
っ
ぷ
り
と
入
り
、
器
か
ら
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
具
だ
く
さ
ん
海
鮮
汁
。

こ
ち
ら
も
長
蛇
の
列
が
で
き
、
八
百
食
が

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
来
場
者
は
「
い
い
ダ
シ
が
出
と
る
わ
。

ほ
ん
と
に
幸
せ
や
わ
い
ね
」
と
満
面
の
笑

み
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
や
岩
の

り
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご

飯
な
ど
に
も
人
気
が
集
ま
り
、
午
前
中
で

ほ
ぼ
売
り
切
れ
と
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。
ま
た
、
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
餅

つ
き
が
行
わ
れ
、
来
場
者
に
無
料
で
振
舞

わ
れ
た
り
、
冨

木
神
幸
太
鼓
が

力
強
い
響
き
を

披
露
し
、
イ
ベ

ン
ト
に
花
を
添

え
、
大
会
は
大

い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

①来場者でごった返す会場
②大忙しの販売ブース
③新鮮な魚介類を買い求める人達
④鮮やかな大漁旗と美味しそうな
　湯気が会場を包む
⑤冨木神幸太鼓の力強い演奏が観
　客を魅了する

者でごった返す会場
しの販売ブース
な魚介類を買い求める人達
かな大漁旗と美味しそうな
が会場を包む

今
年
今
年
もも
大
盛
況

大
盛
況
のの
大
漁
鍋

大
漁
鍋



　

国
民
健
康
保
険　

加
入
加
入  

や  

脱
退
脱
退  

の  

届
け
出
は
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
と
は
違
い
、
加
入
す
る
と
き
や
脱
退
す
る
と
き
に
、

加
入
者
自
ら
が
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
は
、
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
住
民
課
窓
口
ま
た
は
富
来
支
所
総
合
窓
口
ま
で

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き
の
例

国
保
を
脱
退
す
る
と
き
の
例

■
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

　
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
）

■
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き

■
国
保
加
入
者
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

■
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

■
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

■
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き

■
国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き

■
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
と
き

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
国
保

の
被
保
険
者
（
加
入
者
）
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ

り
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

き
に
窓
口
に
提
示
す
れ
ば
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担

す
る
だ
け
で
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
取
り
扱
い
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

70
歳
に
な
る
と
、
国
保
の
保
険
証
と
は
別
に
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ

れ
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
額
は
、「
一
般
」
の
人
は
１
割
、「
現
役

並
み
所
得
者
」
の
人
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
税
は
、
加
入
の
届
け
出
を
し
た
月
か
ら
で
は

な
く
、
資
格
を
得
た
月
の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
加
入
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

■ 

保
険
証
が
あ
る
た
め
、
う
っ
か
り
そ
れ
を
使
っ
て

医
療
を
受
け
た
場
合
に
は
、
町
が
負
担
し
た
医
療

費
を
後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

■ 

ほ
か
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
、
国
保
を
脱
退

す
る
届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
保
険

税
を
二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　　

※
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
１
割
負
担
の
人
は
２
割

と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
経
過
特
例
措
置
継
続
の

た
め
、
平
成
21
年
度
も
１
割
の
ま
ま
据
え
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
３
月
中
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

国
保
の
脱
退
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

保
険
証
は
大
切
に
！

70
〜
74
歳
の
人
の
場
合
は

◆ 

お
問
い
合
わ
せ 

◆　

住
民
課　

国
保
・
年
金
係

⬅

⬅



志賀町国民健康保険

　近年、全国的にも人工透析患者が増加していますが、志賀町国民健康保険では、 
腎機能を把握できる検査として「尿蛋白」「尿酸」「尿潜血」も併せて実施し、腎
臓病の早期発見に努めています。        
 

自覚症状もなく、ひそかに進む腎臓病を
みつけるのは健診です！　

『自分の腎臓を守りませんか』

～健診未受診、本当に大丈夫？～
【自覚症状が出て受診、そのまま人工透析となったAさんの事例】

物が白っぽく見える
むくみ、体がだるい 
貧血、吐き気、呼吸困難 

いきなり透析になるなんて…  
 　もっと早く気付きたかった。 

そこで、特定健診が重要なのです！
毎年必ず健診を受け、健診結果を有効に活用し大切な
臓器である腎臓を守りましょう！　　　　　　　　　

ＧＦＲは　３項目から計算します。

①年齢　②性別

③血清クレアチニン（血液検査）

 で分かります。    

シリーズ 3
『あなたの健康を守るために』

５4歳   ６0歳 　　６1歳

受 診
 

即入院即入院
透析開始透析開始　高尿酸血症　　高脂血症

この段階で気づく
にはどうすれば

よかったのでしょう

気づく方法があるんです！！！ 
自覚症状が出る前の腎臓の変化が分かる検査があります！！ 

それは　GFR（糸球体ろ過量）  

　⇒いらないものを捨てる力を見ます。  

不全の症状出現！

⬇

健診についてのお問い合わせは　役場 住民課 国民年金係　☎32-9121　町内IP電話 ８-32-9121　　



　前納・口座振替をお勧めします。　前納・口座振替をお勧めします。

学生納付特例制度を受けている短大・大学生・専修・専門学校生の皆さんへ

学生納付特例は３月末までです。４月には再申請が必要です。

対象者：対象者：短大・大学・各種専修・専門学校生の人で、引き続き同一の学校に在学し平成21年短大・大学・各種専修・専門学校生の人で、引き続き同一の学校に在学し平成21年
　　　　度も学生納付特例を受けようとする学生は、再申請をお忘れなく。　　　　度も学生納付特例を受けようとする学生は、再申請をお忘れなく。　　　　　　　　

○納付猶予の保険料を納付希望される場合は追納の申し出が必要です。○納付猶予の保険料を納付希望される場合は追納の申し出が必要です。
　学生納付特例は、年金の受給資格期間に算入されますが、　学生納付特例は、年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されません。年金額には反映されません。
　そこで、10年以内であれば本人の申出により猶予された月の保険料を納付することができ　そこで、10年以内であれば本人の申出により猶予された月の保険料を納付することができ
ます（ただし３年度目以降に追納する場合には経過期間に応じて加算額がかかります）。ます（ただし３年度目以降に追納する場合には経過期間に応じて加算額がかかります）。
　なお、追納される場合は先に経過した月から順に納めなければなりませんので注意してくだ　なお、追納される場合は先に経過した月から順に納めなければなりませんので注意してくだ
さい。さい。
　　　　　（例）・平成19年度の学生納付特例承認期間について平成22年３月末までに追納する場合は　　　　　（例）・平成19年度の学生納付特例承認期間について平成22年３月末までに追納する場合は
　　　　　　　　加算額はかかりません。　　　　　　　　加算額はかかりません。
　　　 　　　　　　 　　　　　・平成18年９月の学生納付期間の追納期限は平成28年９月末となります。・平成18年９月の学生納付期間の追納期限は平成28年９月末となります。

　　　　　　　　　　　　　（最終納付期限は10年目にあたる月の月末です。）　（最終納付期限は10年目にあたる月の月末です。）　　　　　　　　

学生納付特例は、免除ではありません。学生納付特例は、免除ではありません。納付猶予です！納付猶予です！
卒業・就職したら卒業・就職したら追納追納をお忘れなくをお忘れなく

　口座振替で１年分を前納すると、3,690円の割引！

　現金で 1年分を前納すると、3,120円の割引！

　口座振替の早割を利用すると毎月 50円のお得（年間 600円）

平成21年4月分から

保険料改定

月額14,660円
年間納付額
175,920 円

　口座振替のお申し込み方法

○各金融機関の窓口、または社会保険事務所で受け付けています。

○申し込みには基礎年金番号の記入が必要です。
　年金手帳や納付書であらかじめ確認してください。通帳、金融機関届出印鑑を持参してください。

　　◆手続き・お問い合わせは
　　七尾社会保険事務所　0767-53-6511　 役場国保年金係　32-9121（直通）  町内IP電話 ８-32-9121



曜日 月・水・金 火・木 土・日
時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

　6：00 (や)介護予防のための筋力トレーニング (か)裁判員制度広報映画『審理』 (う)志賀町の文化財-第２回-
文字放送 文字放送 文字放送

　7：00 (い)小学生ものづくり教室 (ふ)たっだ志賀町 (み)しかチャンニュース
文字放送 文字放送 文字放送

　8：00 (う)志賀町の文化財-第２回- (み)しかチャンニュース (や)介護予防のための筋力トレーニング
文字放送 文字放送 文字放送

　9：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース (ふ)たっだ志賀町
文字放送

10：00 (か)裁判員制度広報映画『審理』 (や)介護予防のための筋力トレーニング (い)小学生ものづくり教室
文字放送 文字放送 文字放送

11：00 (ふ)たっだ志賀町 (い)小学生ものづくり教室 (う)志賀町の文化財-第２回-
文字放送 文字放送 文字放送

12：00 (み)しかチャンニュース (う)志賀町の文化財-第２回- (か)裁判員制度広報映画『審理』
文字放送 文字放送 文字放送

13：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
14：00 (や)介護予防のための筋力トレーニング (か)裁判員制度広報映画『審理』 (み)しかチャンニュース

文字放送 文字放送 文字放送
14：45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより
15：00 (い)小学生ものづくり教室 (ふ)たっだ志賀町 (や)介護予防のための筋力トレーニング

文字放送 文字放送 文字放送
16：00 (う)志賀町の文化財-第２回- (み)しかチャンニュース (ふ)たっだ志賀町

文字放送 文字放送 文字放送
17：00 (か)裁判員制度広報映画『審理』 (や)介護予防のための筋力トレーニング (い)小学生ものづくり教室

文字放送 文字放送 文字放送
18：00 (ふ)たっだ志賀町 (い)小学生ものづくり教室 (か)裁判員制度広報映画『審理』

文字放送 文字放送 文字放送
19：00 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

文字放送 文字放送 文字放送
19：30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
20：30 文字放送 文字放送 文字放送
20：45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより
21：00 (み)しかチャンニュース (う)志賀町の文化財-第２回- 第３回志賀町駅伝競走大会（前編）文字放送 文字放送
22：00 (や)介護予防のための筋力トレーニング (か)裁判員制度広報映画『審理』

第３回志賀町駅伝競走大会（後編）文字放送 文字放送
北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

23：00 (い)小学生ものづくり教室 (ふ)たっだ志賀町 (う)志賀町の文化財-第１回-文字放送 文字放送
24：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
25：00 終了 終了 終了

※都合により、放送内容を一部変更することがあります

3月　しかチャンネル番組ガイド 　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ　(う)：うるおいテレビ　
　(い)：いきおいテレビ　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

■ 介護予防のための筋力向上トレーニング
　　介護予防のためのマシンを利用することなく、手軽に
　行える筋力向上トレーニングを紹介します。

■ 小学生ものづくり教室
　　小学生にものづくりの楽しさを体験してもらうため、
　町内の小学生を対象に「ものづくり教室（ラジオ製作）」
　が行われました。

■ シリーズ志賀の文化財
　　志賀町にある文化財を紹介するシリーズです。
　　第２回は、高爪神社です。

■ 裁判員制度広報映画『審理』
　　裁判員裁判の「審理」をメインに、分かりやすくなっ
た刑事裁判の姿が描かれています。

■ たっだ志賀町『平成21年志賀町成人式』
　　１月 11日に能登ロイヤルホテルで開催された
　成人式の様子をお送りします。



　志賀町文化ホールで志賀中と富来中の２年生
205人が２月６日（金）に立志式を行いました。
　式では、細川町長や戸坂議長、青山教育長が祝
辞を述べ、生徒を代表して志賀中の若狭なごみさ
ん、富来中の向田圭佑君が作文を発表しました。
この後、未来への自分にあてた手紙を生徒全員が
タイムカプセルへ入れました。この手紙は、６年
後の成人式の時に開封されます。
　また、フリーアナウ
ンサーの平山貴人さん
が「もう少しの頑張り
で！」と題して記念講
演を行いました。

　
2

将来への決意を新たに

　２月13日（金）に金沢海上保安部が志賀町沖に漂
流していたコンテナを発見した久木喜久彦さんとコ
ンテナを回収した南建設に感謝状を贈りました。
　県漁協西海支所組合員の久木さんは、４日の朝、
漁場に向かっていた時に浮かんでいるコンテナを見
つけて通報しました。金沢海上保安部が到着する１
時間30分の間、監視し続け、「仲間が漁場へ向かう
し、自分も行きたかったけど、保安部に引き渡すま
では監視しとらなと思ってました」と苦笑いしなが
ら話しました。
　南建設は富来漁港で
作業中に海上保安部か
らコンテナの回収要請
を受けて、迅速に回収
に当たりました。

　２月17日（火）に志賀町役場で自衛隊入隊予定
者激励会が行われました。
　この会には、父兄会志賀支部長、自衛官募集相
談員が入隊予定の新町良成さんを激励しました。
　坪野副町長と自衛隊石川地方連絡部長が励まし
の言葉を述べ、記念品などを贈りました。
新町君は「一生懸命頑張ります」とお礼の言葉を
述べました。

　
者

自衛隊入隊予定者激励会

金沢海上保安庁から久木さんと南建設に感謝状



子育て相談 　☎ 32‒2640  地域子育て支援センター ( 志賀町乳幼児保育園内 )

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

総
合
相
談(

無
料)

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

◆
と　

き　

３
月
30
日
（
月
）

◆
と
こ
ろ　

役
場
本
庁
相
談
室

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◆
相
談
弁
護
士　

國
田
武
二
郎
弁
護

　

士
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
名
（
予
定
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
住
民
課
と
富
来
支
所

　

総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
課

☎
32‒

９
１
２
１

町
内
Ｉ
Ｐ
電
話 

８‒

32‒

９
１
２
１

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
《
志
賀
地
域
》

◆
と　

き　

３
月
13
日(

金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32‒

１
３
６
３

　
《
富
来
地
域
》

◆
と　

き　

３
月
10
日(
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

☎
42‒

２
５
４
５

◆
と　

き　

３
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　
☎
32‒

９
３
４
１

　
町
内
Ｉ
Ｐ
電
話 

８‒

32‒

９
３
４
１

も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職

の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き　

３
月
26
日(

木)

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　

※
毎
月
第
４
木
曜
日　

◆
と
こ
ろ　

役
場
相
談
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課 

☎
32‒

９
１
２
２

　
町
内
Ｉ
Ｐ
電
話 

８‒

32‒

９
１
２
２

「
里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」

　

子
ど
も
達
が
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
た
め
は
、
家
庭
の
温
か
い
愛
情

が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意
を

も
っ
て
養
育
し
て
く
れ
る
人
を
「
里

親
」
と
い
い
ま
す
。「
里
親
」
に
特
別

の
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
要
件
が

種
別
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。「
里

親
」
の
も
と
で
子
ど
も
は
年
齢
に
応

じ
て
保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
い
、
義

務
教
育
を
受
け
、
そ
の
後
就
職
し
た

り
進
学
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に「
里
親
」は
子
ど
も
の
自
立
を
見
守

り
社
会
に
巣
立
た
せ
る
役
割
を
担
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
お

問
い
合
わ
せ
は
、
石
川
県
七
尾
児
童

相
談
所
ま
で
。

☎
０
７
６
７‒

53‒

０
８
１
１

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

◆
皆
さ
ん
の
相
談
、
行
政
手
続
き
な

ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

午
前
10
時
〜
12
時（
３
／
５
・
12)

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

午
後
２
時
〜
４
時（
３
／
19
・
26
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

午
後
２
時
〜
４
時（
３
／
４
・
18
）

◆
と　

き　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
と
こ
ろ　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　

５
階｢

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾｣

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

　

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

　
　

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人
。

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

５
時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒

０
２
４
２
）
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い（
先
着
５
人
）。

国民健康保険税の納期
限は３月31日(火）ま
でです。

　

能
登
空
港
で
太
鼓
の
競
演
。
迫
力

の
演
奏
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

毎
回
午
後
１
時
30
分
か
ら

◇
と
こ
ろ　
能
登
空
港
２
Ｆ
出
発
ロ
ビ
ー

▼
３
月
１
日（
日
）

・
縄
文
女
組
太
鼓（
能
登
町
）

・
湍
津
姫
太
鼓（
羽
咋
市
）

・
飯
川
天
狗
太
鼓（
七
尾
市
）

▼
３
月
８
日（
日
）

・
鹿
島
天
平
太
鼓
保
存
会（
中
能
登
町
）

・
剣
地
八
幡
太
鼓
保
存
会（
輪
島
市
）

・
南
志
見
小
学
校
き
り
こ
太
鼓
ク
ラ
ブ（
輪
島
市
）

▼
３
月
15
日（
日
）

・
和
倉
い
で
ゆ
太
鼓
保
存
会（
七
尾
市
）

▼
３
月
22
日（
日
）

・
町
野
子
供
祭
り
囃
子
太
鼓
教
室（
輪
島
市
）

・
ス
ズ
キ
メ
ソ
ー
ド（
輪
島
市
）

・
直
小
学
校
子
供
笛
太
鼓
ク
ラ
ブ（
珠
洲
市
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

☎ 

０
７
６
８-

26-

２
３
０
３

能
登
空
港
太
鼓
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど

母
子
自
立
支
援
相
談

内　

容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み

　

を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の

　

分
別
の
仕
方
を
学
ぶ
。

▼
と　

き　

３
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
定　

員　

16
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、

箸

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室



▽
提
出
書
類（
申
請
書
類
は
町
立
富

　

来
病
院
で
交
付
し
ま
す
。）

・
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
申
請
書

・
在
学
す
る
施
設
長（
学
校
長
）の
推
薦
書

・
在
学
す
る
養
成
施
設
（
修
学
年
数

が
１
年
未
満
の
場
合
は
卒
業
し
た

高
校
）の
成
績
証
明
書

・
本
人
、
保
護
者
の
世
帯
全
員
の
住

民
票（
本
籍
等
省
略
し
な
い
も
の
）

・
誓
約
書

▽
修
学
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
免

　

除
と
な
る
場
合

　

卒
業
後
直
ち
に
町
立
富
来
病
院
に

就
業
し
、
引
き
続
き
５
年
間
看
護
師

業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

▽
申
請
期
間　

平
成
21
年
４
月
10
日

（
金
）
〜
５
月
11
日（
月
）

▽
選
考
結
果　

５
月
中
に
選
考
結
果

を
通
知
し
ま
す
が
、
予
算
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
応
募
資
格
を

満
た
し
て
い
て
も
対
象
か
ら
外
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

願
い
ま
す
。

《
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
》

町
立
富
来
病
院　

修
学
資
金
係

　

☎
42‒

１
１
２
２
㈹

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
応
募
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

か
ら
も
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
応
募
締
切　

平
成
21
年
３
月
31
日

　
（
火
）必
着
で
す

◇
選
考
結
果　

４
月
上
旬
に
通
知

◇
応 

募 

先　
〒
９
２
０‒

８
５
８
０

石
川
県
金
沢
市
鞍
月
１
丁
目
１
番
地

石
川
県
農
林
水
産
部
農
業
安
全
課

消
費
者
対
策
グ
ル
ー
プ

☎　
０
７
６‒

225‒

１
６
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６‒

225‒

１
６
２
８

平
成
21
年
度　

石
川
県
食
品

表
示
モ
ニ
タ
ー
募
集

◇
内　

容　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
い

物
を
し
な
が
ら
、
食
品
表
示
状
況

を
モ
ニ
タ
ー
し
、
定
期
的
に
報
告

し
て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数　

１
０
０
名

◇
モ
ニ
タ
ー
期
間　

平
成
21
年
５
月

　

１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

◇
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
の
満
18

歳（
平
成
21
年
４
月
1
日
現
在
）以

上
の
人
で
4
月（
平
日
）に
実
施
す

る
研
修
会
に
参
加
可
能
な
人

◇
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
はe

－m
ail

に
て
応
募
し
て
く

誰
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　

現
在
、
女
性
会
員
が
不
足
し
て
お

り
、
特
に
自
動
車
を
運
転
で
き
る
女

性
の
人
は
大
歓
迎
で
す
。

　

入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
志
賀

事
務
所
ま
た
は
、
富
来
事
務
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
事
務
所
業
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人 

志
賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

志
賀
事
務
所（
給
食
セ
ン
タ
ー
隣
）

☎
32‒

９
９
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
32‒

９
９
１
２

富
来
事
務
所（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
42‒

２
１
７
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
42‒

２
７
０
７

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

◇
梨
谷
小
山
の
櫻
井
石
丸
様
か
ら
、

亡
父
廣
一
様
の
供
養
と
し
て
社
会

福
祉
向
上
に
と
10
万
円

◇
矢
駄
の
泉
信
夫
様
か
ら
、
旭
日
単

光
章
受
章
記
念
と
し
て
社
会
福
祉

向
上
に
10
万
円

▼
講　

師　

室
谷
加
代
子
氏

▼
申
し
込
み
先　

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎
27‒
１
１
５
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
27‒

１
１
５
４

▼
と　

き　

３
月
24
日
（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市

▽
応
募
資
格　

保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
の
養
成
施
設
に
在
学
し
、
卒

業
後
直
ち
に
町
立
富
来
病
院
で
看
護

師
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
人
が

対
象
で
す
。

▽
貸
与
金
額　

月
額
５
０
，
０
０
０
円

平
成
21
年
度
町
立
富
来
病
院

看
護
師
等
修
学
資
金
の
修
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
修
学
資
金
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志賀町次世代育成助成金の申請はお済みですか？
（20年度後期分）

　児童が２人以上いる家庭の３歳未満児の保育料を一部助成しま
す。保育料の一部を助成し、出産や育児のしやすい環境づくりの
推進や次代を担う児童の健全な育成を目的としています。

①対象となる保護者　２人以上の児童を養育し、その家庭の２人
　目からの児童が３歳未満児として保育所に入所している保護者。
　（保護者も児童も志賀町に住所があることが必要です。）

②助成される金額　対象児童の月額保育料の範囲内で月額3,000
　円を上限とします。（保育料が無料の場合や、石川県多子世帯子育て支援事
　　業の助成を受けている場合は、この助成金は受けられません。）

③申請書の提出　申請書は保育園に入所している場合は、園から
　申請書を渡します。途中退所した人は子育て支援課に連絡して
　ください。
　◇提　出　先　保育園、役場子育て支援課または富来支所
　◇提出期限　平成21年３月５日（木）（期限後は受付できません）
④助成金の支払い　申請書を確認の上、４月末頃に申請の口座へ
　振り込みます。※児童とは０歳から18歳になった後の最初の３月31日まで
　の間のお子さんをいいます。

お問い合わせ先　子育て支援課　☎32-9122
　　　　　　　　　　町内IP電話　　8 -32-9122



廃車・名義変更手続きを忘れていませんか

石川県では不妊治療費の助成を行っています。
申請期限は３月 31日です。

　所有している原付バイク（125㏄以下）・小型特殊自動車（トラクター、トレーラー付耕運機、コンバインなど）
が破損・盗難などで使用不能となっている場合、または売却・譲渡により実際の所有者が異なっている場合は役場
税務課窓口で廃車・名義変更手続きを行ってください。
　なお、平成21年3月31日までに届出がない場合は、平成21年度軽自動車税の課税対象となりますので注意し
てください。盗難・紛失などでナンバーが無い場合でも廃車手続きは可能です。

※上記のほか、助成には所得などの条件があります。また、「志賀町不妊治療費助成制度」もありますので、
　詳しくは町子育て支援課にお問い合わせください。

※なお、平成21年度分から申請期限が県と同様の年度内申請（１年間経過措置あり）になりますので、
　県申請に合わせて申請してください。

不妊治療費の助成制度には「一般不妊治療」と「特定不妊治療」の２種類があります。
治療した日（特定不妊治療については、治療が終了した日）の属する年度内に申請してください。
（申請の対象期間は平成20年４月１日から平成21年３月31日までです）

車両種別 届出（問い合わせ）場所 届出に必要なもの

・原付バイク
　（125cc 以下）
・小型特殊自動車
　　トラクター
　　トレーラー付耕運機
　　コンバイン等

【役場 税務課窓口】

　電　話：32-1111
　町内 IP 電話：８-32-1111
　（軽自動車税係）

○廃車の場合
　・印鑑（所有者および使用者）
　・車両ナンバー
○名義変更の場合
　・印鑑（新、旧の所有者及び使用者）

・二輪バイク
　（125cc 超える）

【北陸信越運輸局　石川運輸支局】

　所在地：金沢市入江 3-153
　電　話：076-291-0531

左記へ問い合わせの上、確認してくだ
さい

・軽自動車四輪
　　乗用
　　貨物用

【軽自動車検査協会 石川事務所】

　所在地：金沢市新保本 4-65-8
　電　話：076-269-4747

左記へ問い合わせの上、確認してくだ
さい

 区 分  治療の種類  実施医療機関  助成期間  助成金額 お問い合わせおよび申請先

 
一 
般

タイミング療法
薬物治療
手術療法
人工授精    　　
　　　など

産婦人科や泌尿
器科を 有する
医療 機関

２年間 
　ただし、やむ
を得ない 事情
により治療を 
中断した期間を
除く

５万円／年を
限度

　ただし、自己
負担額 の２分
の１以内

役場子育て支援課
　　　☎ 32-9122
町内IP電話 ８-32-1111 
　　　　または 
石川県羽咋地域センター
　　　☎ 22-1170

 
特 
定

体外受精
顕微授精

産婦人科のうち、
県が指定する医
療機関

 ５年間
　ただし、連続
でも隔年でも可

１回の治療に
つき10万円ま
で１年度当た
り２回を限度

石川県羽咋地域センター
　　　☎ 22-1170



〰・〰・〰・〰　新規会員を募集します！〰・〰・〰・〰

　しか農業振興協議会　

　個々の農家では対応できないいろいろな課題に取り組
み、地域農業を支える。また農村を守り、農業振興に寄与
することを目的とした組織です。
　　・志賀町の中核農家登録制度登録農家
　　・集落営農の構成員
　　・個人会員の家族および法人会員の社員
　　・担い手として意欲を持つ人で、会の趣旨に賛同する人。
　いずれかに該当される人ならば誰でも加入できます。
　（年会費2,000円）
　ただし、１家族２人以上の場合は年会費が3,000円に
なります。
　新規会員（現在の個人会員の家族を除く）は初年度のみ登
録料として別途3,000円が必要です。

《活動内容》
　　・町内外視察研修（各１回）
　　・県行事参加（知事と農政現地懇談会、羽咋郡市合同視
　　察研修、営農大学など）

　志賀町みどり会　

　町農業の振興と農業経営の改善を図ることを目的とした
組織。
　会の趣旨に賛同し、自ら農業を営む人または農業に従事
する人なら誰でも加入できます。（年会費1,000円）

《活動内容》
　　・会報「みどり」隔月発行
　　・町内外視察研修（各１回）

　しか農業振興協議会、志賀町みどり会には年２回、
合同の研修会があります。この機会に、農業の専門家
（農林事務所、JAなど）と気軽に意見交換し、情報を
得ることができます。
　研修には町内の会員が多数参加しますので、会員同
士の交流も盛んになります。

お申込みは、農林水産課またはお近くの農協で受付します。

【お問い合わせ先】　財団法人スポーツ安全協会石川支部　☎ 076-225-1851
　　　　　　　　　または、生涯学習課スポーツ振興室　☎ 32-1111(内線353)　町内IP電話８-32-1111 まで

　平成２１年度のスポーツ安全保険の加入受付が３月から始まります。この保険は、アマチュアのスポーツ・
文化・ボランティア活動などを行う５人以上の団体を対象として、活動中の傷害事故や賠償責任を負う事故の補
償を行います。また、突然死に対しても見舞金を支払います。
　保険加入により、団体員が安心してスポーツ活動などを行う事を目的とした補償制度です。

加入対象者 補償される活動など 年間掛金
（１人あたり）

傷 害 保 険 金 額 賠償責任保険
（支払限度額）

共　済
見舞金死亡 後遺障害 入院（日額）通院（日額）

子ども

団体活動全般 600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
大人の団体と
同補償

突然死
180万円

団体活動全般

1,150円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円

上記以外の活動
（個人活動・個人練習など）

100万円 150万円 1,000円 500円
身体、財物賠
償合算
1事故500万円

対象外

高校生
以   上

文化・ボランティア・
地域活動
団体員の送迎、応援、
準備、片付け

600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体・財物
賠償合算
１事故５億円

ただし、
身体賠償は
１人１億円

突然死
180万円

スポーツ活動、活動の
指導 1,600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

子どものスポーツ活動
の指導のみ 1,100円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円

65歳以上 スポーツ活動 800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

全年齢
危険度の高いスポーツ
活動（冬山登山、アメリ
カンフットボールなど）

9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

【保険掛金・補償額】

大
人
の
団
体

　平成21年度　スポーツ安全保険加入のご案内● ●



志賀町奨学金資金貸付の案内

　　　【申し込み・お問い合わせ先】
　　　　　志賀町教育委員会学校教育課　奨学金係　☎ 32-9360
　　　　　　　　　　　　　　　　　　町内IP電話　８-32-9360

高齢者の介護、健康、暮らしにかかわる心配ごとで悩んでいませんか？
　

　　【連絡先・相談先】　　
　　　志賀町地域包括支援センター　健康福祉課内　☎ 32-9132　町内 IP 電話 ８-32-9132　　
　　　地域包括サブセンター　有縁の荘　☎ 37-1177　　地域包括サブセンター　はまなす園富来　☎ 42-2900

　町では、経済的理由で高等学校、大学などの修学が困難な人に、奨学
金の貸付を行っています。

対象者
次の要件をすべて満たしている人
　①　平成21年４月に高等学校、大学など（専修学校は修業年限が２年以上の専
　　　門課程）に入学する人または在学中の人。
　②　申請者および保護者が１年以上町内に在住している人。
　③　保護者（またはそれに代わる人）の平成20年中の総所得金額が500万円以
　　　下の人。大学生が２人以上いる場合は700万円以下の人。
　④　在学する（卒業した）学校の長または学部長の推薦を受けた人。

６月下旬に選考委員会を経て決定し、４月分からの貸付開始となります。

貸付月額（無利子）
　高校・高専　12,000円
　大学・専修学校　国公立　36,000円、私立　48,000円

提出書類（申請書は３階教育委員会または富来支所総合窓口にあります）
　①　奨学資金貸付申請書
　②　申請者、保護者の世帯全員の住民票（本籍など省略していないもの）
　③　学校の長または学部長の推薦調書および成績証明書
　④　作文　タイトル「今、学びたいことと自分の将来について」
　⑤　申請者本人の３カ月以内の上半身写真（タテ３㎝×ヨコ2.5㎝）
　⑥　保護者（またはそれに代わる人）の平成20年度納税証明書
　⑦　保護者（またはそれに代わる人）の平成21年度町県民税（所得・課税）証明書

書類提出期限　６月18日（木）必着

　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で安心した生活ができることを目的として健
康福祉課に設置されています。悩み・疑問・相談ごとがありましたら気軽に相談してください。

　・介護や健康のこと　　介護保険や介護予防の相談　身体の機能や認知症などの相談　　
　・総合的なこと　　　　福祉や保健、医療に関する相談　
　・虐待防止や権利擁護のこと　　虐待に関する相談や連絡通報　消費者被害や財産管理などの相談

高齢者虐待を発見したら、町に連絡してください。　

こんなことが虐待になります　　　
　・身体的虐待　　たたく、つねる、殴る、ける、ベッドに縛り付ける、意図的に薬を過剰に与えるなど
　・心理的虐待　　怒鳴る、ののしる、無視する、排泄などの失敗を人前で話したりして恥をかかせるなど
　・経済的虐待　　日常生活に必要な金銭を渡さない、年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用するなど
　・性　的　虐　待　　キスを強要する、懲罰的に下半身を裸にして放置するなど
　・介護世話の放棄・放任　食事や水分を十分に与えない、入浴させない、劣悪な住環境の中で生活させるなど　

子育て応援特別手当が
支給される予定です

　多子世帯の幼児教育期の子育ての
負担に配慮する観点から、下記の対
象となる世帯に子育て応援特別手当
を支給予定です。

対象となる人

　世帯で第２子以降となるお子さん
の生年月日が平成14年４月２日か
ら平成17年４月１日までに該当す
る子ども

申請方法・支給額

　世帯主からの申請により対象とな
る子ども１人あたり３万６千円が支
給される予定です。

※申請方法や受付期間については国
の補正予算が成立し次第お知らせ
します。

お問い合せ先

　役場子育て支援課　☎ 32-9122
　町内 IP 電話　　　　8-32-9122
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【狂犬病予防注射日時・会場】
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出
し
て
く
だ
さ
い

良くない例良い例

⬇

【
登
録
お
よ
び
注
射
料
金
】

新
規
登
録
お
よ
び
注
射
料　

６
、０
０
０
円

注
射
の
み
料
金　
　
　
　

３
、０
０
０
円

×



バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

２
月
14
日
（
土
）
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
富
来
地
区
公
民
館
合
同

に
よ
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
週
五

日
制
対
応
事
業
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
は
富
来
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
は
津

幡
町
よ
り
井
上
結
奈
・
好
香
姉
妹
、
高
校
生

に
よ
る
バ
ン
ド
（
ホ
ラ
イ
ジ
ャ
ク
）
演
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
児
童
・
生
徒
や
一
般
の
方
々

に
人
気
の
あ
る
曲
が
次
々
と
演
奏
さ
れ
、
来

場
し
た
皆
さ
ん
は
奏
で
る
曲
に
合
わ
せ
手
拍

子
な
ど
を
交
え
、
会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
小
学
生

の
親
子
、
中
・
高

校
生
、
一
般
の
皆

さ
ん
が
大
勢
訪
れ
、

楽
し
い
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
！

　

本
年
４
月
か
ら
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
、

町
内
全
小
学
校
区
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
健
や
か
な
活
動
が

で
き
る
場
所
の
確
保
を
図
る
た
め
に
、「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
に
ご
協
力
・
ご
支
援
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

１ 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
主
な
内
容

　

・
簡
単
な
学
習（
予
習
・
復
習
・
宿
題
な
ど
）

　

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
活
動

　

・
昔
遊
び（
竹
と
ん
ぼ
、
凧
作
り
、
か
る
た
な
ど
）

２ 

支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容

　

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施
・
運
営
に

つ
い
て
学
校
、
地
域
、
保
護
者
等
と
の
総

合
的
な
調
整
を
行
う
な
ど
、
円
滑
な
運
営

が
図
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ
け
る

人
で
す
。

　

②
安
全
管
理
員

　
　

遊
び
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
活
動
な

ど
、
地
域
の
人
達
と
の
交
流
活
動
の
指
導

や
安
全
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
人
で
す
。

　

③
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　

子
ど
も
た
ち
に
、
勉
強
や
各
種
体
験
活

動
等
の
指
導
な
ど
、
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
く
人
で
す
。

　

※
教
室
は
、
週
一
・
ニ
回
で
、
午
後
か
ら
の

　
　

二
・
三
時
間
程
度
実
施
予
定
で
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
涯
学
習
課 　

☎ 

32-

９
３
５
０

　
　

町
内
Ｉ
Ｐ
電
話　
８-

32-

９
３
５
０

国際交流フェアを開催します

　▶と　き　　３月15日（日） 午後２時から４時まで

　▶ところ　　志賀町文化ホール １階 小ホール

　

入場無料



陸
上
競
技
協
会
記
録
達
成
者
表
彰
式

　

２
月
15
日（
日
）、
志
賀
町
陸
上
競
技
協
会

標
準
記
録
達
成
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
標
準

記
録
を
達
成
し
た
４
７
名
の
選
手
に
記
録
達

成
証
及
び
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
と
し
て
、

志
賀
中
学
校
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
メ
ン

バ
ー
と
町
岡
絵
里
香
さ
ん
に「
藤
井
力
造
賞
」

が
、
池
田
祐
樹
君
に
「
室
矢
芳
隆
杯
」（
小

中
学
生
対
象
）
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
山
教
育
長
と
町
体
育
協
会
上
杉

副
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
受
賞
者
に
対
し
、

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

﹇
標
準
記
録
達
成
者]

﹇
小
学
生
の
部
﹈

角
野　

生
歩
、
山
本　

将
人
、
大
門　

千
鶴
、

加
茂
野　

邑
、
徳
山　

菜
月
、
徳
楽　

大
晴
、

野
沢　

沙
良
、
茨
木　

勝
也
、
荒
川　

諒
、

大
森　

淳
史
、
的
場　

有
沙
、
池
端　

久
泰
、

高
田　

瑞
輝
、
村
中　

健
哉
、
森
山　

優
希
、

西
ヶ
谷
内　

太
希
、
呉
比　

春
海
、
畑
山　

雛
希

﹇
中
学
生
の
部
﹈

西　

綾
香
、
金
谷　

ゆ
か
り
、
下
田　

み
ゆ

き
、板
倉　

美
羽
、前
田　

将
生
、泉　

明
宏
、

池
田　

祐
樹
、
稲
岡　

裕
也
、
山
本　

将
之
、

今
川　

史
渉
、
村
山　

涼
太
、
福
本　

洋
輔
、

千
田　

俊
介
、
田
中　

拓
栄
、
礒　

光
輝

﹇
高
等
学
校
の
部
﹈

社
谷
内　

達
也
、
山
本　

和
輝
、
保
　々

里

実
、
上
田　

大
和
、
片
山　

達
郎
、
岩
本　

隆
明
、
松
谷　

浩
平
、
中
村　

和
暉
、
町
中

裕
昭

 

﹇
一
般
の
部
﹈

木
下　

志
織
、
町
岡　

絵
里
香
、
中
島　

啓

吾
、
木
坂　

伸
子
、
永
田　

利
嗣

長
・
酢
谷
温
子
氏（
生

涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）
の
記
念
講

演
で
は
「
過
去
と
他

人
は
変
え
ら
れ
な
い

け
ど
、
未
来
と
自
分

は
変
え
ら
れ
る
。
い

つ
も
笑
顔
で
、
毒
の

あ
る
言
葉
は
口
に
せ

ず
、
優
し
い
手
、
優

し
い
目
、
優
し
い
口

で
自
分
を
変
え
て
く

だ
さ
い
」
と
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
合
唱
（
と
ぎ

ハ
ー
モ
ニ
ー
さ
く
ら
貝
）、着
付
実
演
（
着

付
教
室
）、
太
極
拳
演
武
（
志
賀
・
富
来

教
室
）、
よ
さ
こ
い
演
武
（
舞
士
道
）
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

※
功
労
者
表
彰
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

東　

 

良
雄 

様
（
富
来
領
家
町
）

芳
岡 

昭
夫 

様
（
栗
山
）

高
岩　

 

満 

様
（
西
海
風
無
）

甲
野 

善
一 

様
（
末
吉
）

齊
田　

 

毅 

様
（
故
人
・
中
山
）

「
生
涯
学
習
に
エ
ー
ル
」

　

〜
功
労
者
表
彰
、
記
念
講
演
会
、

　
　
　
　
　
　

活
動
発
表
な
ど
〜

　

２
月
１
日
（
日
）
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
志
賀
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
―
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
実
演
コ
―

ナ
ー
と
し
て
富
来
高
校
生
と
一
般
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
杵
つ
き
餅
実
演
を
実
施

し
、
つ
き
た
て
の
餅
が
無
料
で
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
花
の
寄
せ
植
え
体

験
で
賑
わ
い
、
午
後
か
ら
は
多
年
に
わ
た

り
本
町
の
生
涯
学
習
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
々
へ
の
生
涯
学
習
功
労
者
表

彰
授
与
、
酢
谷
温
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演

会
、
活
動
発
表
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
、
訪
れ
た
方
々
に
エ
ー
ル
を
送
る
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　

金
沢
福
祉
専
門
学
校
・
保
育
福
祉
学
科



来
る
も
の
の
い
よ
い
よ
真
夜
の
粉
吹
雪

身
ほ
と
り
に
病
む
人
多
し
花
八
手

一
休
み
一
休
み
し
て
雪
の
降
る

小
雪
舞
ふ
托
鉢
僧
の
立
ち
姿

轟
音
に
す
く
む
足
元
冬
の
瀧

通
勤
に
慣
れ
し
細
道
日
脚
伸
ぶ

「
清せ

い
ひ
ん貧

」
の
清
を
反は

ん
す
う芻

餅
を
焼
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暁
暗
に
森し

ん
ら
ば
ん
し
ょ
う

羅
万
象
静
も
り
て
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
花
や
小
貝
の
増
穂
粧
ひ
ぬ　

吾
が
植
え
し
梅
の
香
り
や
共
に
老
ゆ

温
み
持
つ
あ
ま
た
の
小
貝
春
の
潮

昏し

れ
て
行
く
雪
の
湯
の
街
灯
を
こ
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
日
は
暦
頼
り
に
丸
印　
　

床
の
間
の
記
念
の
楯
に
励
ま
さ
れ

家
ご
と
に
立
て
た
日
の
丸
今
ま
ば
ら

ユ
ー
タ
ー
ン
家
は
有
れ
ど
も
職
は
無
し

　

志
賀
町
富
来
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
町
内
の
小
中
学
生
と
、
県
内
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
教
室
の
生
徒
を
対
象
に
、『
第
９
回

志
賀
町
富
来
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳

記
録
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
次
の
と
お
り
大
会
当
日
は
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
休
館
日　

３
月
22
日
（
日
）

（
水
泳
記
録
会
開
会
式 

午
後
１
時
30
分
か
ら
）

辿
り
着
く
八
十
路
は
や
け
り
生
か
さ
れ
て

幾
山
河
の
越
え
を
よ
ろ
こ
ぶ

七
草
の
唄
を
と
な
え
て
か
ゆ
を
煮
る

今
年
も
無
病
を
念
じ
な
が
ら
に

ゆ
で
玉
子
つ
る
ん
と
剥
け
て
白
き
肌

ピ
ー
ス
の
私わ

れ

に
朝
陽
微
笑
む

睦
月
の
陽
あ
ま
さ
ず
受
け
て
庭
隅
の

水
仙
の
花
清
し
く
咲
け
り

一ひ
と
む
ら群

の
白
鳥
列
を
整
へ
て

鳴
き
交
は
し
つ
つ
大
空
に
消
ゆ

能
登
島
の
活
気
溢
れ
る
水
族
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
族
館
ア
シ
カ
に
揺
れ
る
幼
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
族
館
帰
り
寿
司
屋
で
味
も
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
っ
て
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
ペ
ッ
ト
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
が
亭
主
た
だ
い
ま
言
わ
ず
す
ぐ
ペ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吐
け
口
は
ペ
ッ
ト
へ
大
き
な
叱
り
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乳
児
園
送
り
迎
へ
し
孫
を
今

見
上
げ
楽
も
し
二は

た
ち十
の
姿　
　
　
　
　
　

光
差
す
一
直
線
に
座
敷
ま
で

背
な
を
丸
め
て
暖
を
と
る
朝　
　
　

逝
き
し
彼
我
等
残
れ
り
三
回
忌

海
に
向
か
い
て
そ
っ
と
名
を
呼
ぶ

世
は
ま
さ
に
百
年
来
の
大
不
況

大
地
の
恵
に
希ゆ

め望
た
く
す　
　
　
　

如
月
の
花
壇
の
隅
で
春
を
待
つ

何
を
願
う
か
名
は
「
佛
の
座
」　　
　

蕗
味
噌
や
母
の
思
い
出
ほ
ろ
苦
く　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
家
増
え
猫
や
狢
の
恋
の
宿　

雷
に
び
っ
く
り
飛
び
込
む
家
の
中

　
「
新
年
を
迎
え
て
思
う
事
」　
　
　
　

　
　
　

一
人
で
住
ん
で
い
る
と
淋
し
い
道
も

家
族
が
い
れ
ば
励
ま
し
あ
え
る

我
慢
も
大
切
あ
き
ら
め
も
大
切

年
月
が
角
を
削
っ
て
く
れ
て
丸
く
な
る

長
い
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
来
た
自
分

頭
上
に
は
、
い
つ
も
太
陽
が
ま
ぶ
し
く
輝
く

良
い
時
悪
い
時
寒
い
時
暑
い
時

四
季
こ
も
ご
も
に
色
ん
な
事
が
あ
る
け
れ
ど

何
も
か
も
他ひ

と人
の
事
で
な
く
自
分
に
あ
る
と

思
う
時
、
何
か
が
ふ
と
ふ
っ
切
れ
て

豊
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
も
の

戦
災
に
あ
い
苦
労
も
あ
っ
た
け
れ
ど

い
よ
い
よ
傘
寿
ま
で
生
か
さ
れ
て
来
た
私

こ
の
人
生
を
他
の
誰
と
も
変
わ
り
た
い
と

は
思
わ
な
い
、
ま
す
ま
す
元
気
で

一
日
一
日
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
う

　

初
春
や
傘
寿
賜
い
て
乾
杯
す

　

今
年
の
健
康
己
が
守
ら
ん

海
洋
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　



機機　　能能　　訓訓　　練練

すくすく子育てすくすく子育て

介介　　護護　　予予　　防防

予予　　防防　　接接　　種種

健健　　康康　　相相　　談談

運運　　動動　　教教　　室室

BCG予防接種

いきいき健康相談

こころの健康相談

４カ月児

１歳６カ月児

３　歳　児

【受付時間】13:30 ～ 14:00

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【対象者】どなたでも

リハビリ教室

すくすく　
子育て相談

げんキッズ広場

ゆう遊クラブ

モグモグ教室

【対象者】脳卒中後遺症者等で日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容を連絡してください。
※ 10 日のゆう遊クラブはクッキングをします。
※モグモグ教室に参加希望の人は、事前に連絡してください。

歯ッピー
かむかむ教室

【対象者】65歳以上の人

シェイプエアロ教室

【対象者】20歳以上の人ならどな
　　　　　　たでも。エアロビクス　　
　　　　                  初心者も参加できます。

※どの会場でも自由に参加できます。参加費は無料です。
　タオル・飲み物（水分補給）を持参してください。

乳幼児健康診査乳幼児健康診査

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です



3月 コース 場　所・　時間

４日（水）
熊　野
福　浦

① 熊野多目的集会場　　13:30
② 福浦郵便局前　　　　14:00

10日（火） 稗　造
① 東小室バス停　　　　13:20
② 鵜野屋バス停　　　　13:50

11日（水） 保育所
① ますほ保育園　　　　14:40
② とぎ保育園　　　　　15:00

17日（火） 東増穂
① 八幡公民館　　　　　13:10
② アイリス (老保 )　　　13:30
③ ますほの里 (特養 )　　14:10

18日（水） 西増穂

① 大福寺干場商店前　　13:10
② 稲敷集会場　　　　　13:30
③ 西増穂郵便局前　　　13:40
④ はまなす園デイサービスセンター　13:50
⑤ とぎ地域福祉センター　14:10

24日（火）
西　海
西　浦

① 前浜バス停前　　　　13:30
② 笹波バス停　　　　　13:40
③ のぞみの里　　　　　13:50
④ 赤崎作業場前　　　　14:00
⑤ 西海長畑商店前　　　14:30

25日（水） 富　来
① すみれ作業所　　　　13:30
② 富来病院　　　　　　14:00

　

■
主
な
迷
子
の
本
■

　

◆
お
す
す
め
の
本
◆

【
志
賀
町
立
図
書
館
】

○
山
田
悠
介
の
小
説　

３
冊

○
こ
う
ち
ゃ
ん
レ
シ
ピ
和
食
が
い
ち
ば
ん
！

○
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
た
の
し
い
か

　

わ
い
い
お
弁
当

○
も
っ
と
知
り
た
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

○
催
眠
術
の
本　

５
冊

○
お
に
ぎ
り
く
ん
が
ね
…
（
絵
本
）

○
か
ぶ
と
三
十
郎　

き
み
の
た
め
に

　

生
き
る
の
巻（
絵
本
）

○
ぼ
く
と
ル
ー
ク
の
一
週
間
と
一
日

（
児
童
読
み
も
の
）

【
志
賀
町
立
富
来
図
書
館
】

○
へ
な
へ
な
日
記

○
ラ
イ
ブ（
山
田
悠
介
）

○
か
ご
と
か
ご
雑
貨
２

◆
大
関
に
か
な
う　

石
井　

代
蔵

（
阿
部
宏
氏
寄
贈
「
大
相
撲
文
庫
」
よ
り
）

　

初
代
貴
ノ
花
の
一
代
記
で
す
。「
横

綱
若
乃
花
の
弟
」
と
し
て
入
門
。
逃

れ
ら
れ
な
い
宿
命
の
中
で
兄
弟
子
の

シ
ゴ
キ
に
も
が
き
な
が
ら
、
は
い
上

が
っ
て
い
く
相
撲
街
道
。
そ
し
て
横

綱
輪
島
と
の
交
流
。
相
撲
の
表
も
裏

も
見
せ
ま
す
、
泣
か
せ
ま
す
。
石
井

代
蔵
作
の
面
白
さ
は
阿
部
氏
の
折
り

紙
つ
き
で
す
。

3月
３月２日㈪・9日㈪・
16日㈪・23日㈪・30日㈪
 開館時間
 平　　日　9：30～ 18：00
 土･日・祝　9：30～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館 ■32－1740        
 志賀町立富来図書館 ■42－2777        

休館日のご案内

◆
新
着
の
本
◆

○
珈
琲
屋
の
人
　々
　

池
永　
　

陽

○
お
は
ぐ
ろ
と
ん
ぼ　

宇
江
佐
真
理

○
い
つ
も
そ
ば
に
い
る
よ 

 
 

江
上　
　

剛

○
神
器　

上
・
下　
　

奥
泉　
　

光

●
お
は
な
し
会

　

：

３
月
４
日(

水)

・
18
日(

水)

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
か
ら　
　

　

：

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

　

：

３
月
14
日(

土)

・
28
日(

土)

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら　
　

　

：

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

迷
子
の
本
を
探
し
て
い
ま
す

　

蔵
書
点
検
を
し
た
結
果
、
次
の
本
が
迷
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見

か
け
た
方
は
お
手
数
で
す
が
、
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト（
24
時
間
受
付
）へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

　

：

３
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

：

と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

：

３
月
25
日(

水)　
　
　
　

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
か
ら

　

：

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

◆
百
人
一
首
の
ひ
み
つ
１
０
０

 

佐
佐
木
幸
綱
監
修　

　

か
る
た
遊
び
で
お
な
じ
み
の
百
人

一
首
。
そ
も
そ
も
和
歌
と
は
ど
ん
な

も
の
な
の
か
？
ま
た
百
人
一
首
の
楽

し
み
方
は
？
裏
話
か
ら
詠
み
人
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
、
人
間
関
係
ま
で
、
興

味
津
々
の
話
を
収
録
。
わ
か
り
や
す

い
解
説
本
で
す
。

●
上
映
会

　
「
た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン
」

　

オ
ル
ガ
ン
で
ゴ
モ
ッ
ト
モ
ー

　

ワ
ガ
マ
マ
な
ユ
ー
コ
さ
ん　

ほ
か

　

：

３
月
21
日(

土)

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

：

２
階
・
視
聴
覚
室

○
ブ
ラ
ザ
ー
・
サ
ン　

シ
ス
タ
ー
・

　

ム
ー
ン　
　
　
　
　

恩
田　
　

陸

○
希
望
ヶ
丘
の
人
び
と　
重
松　
　

清

○
風
花
病
棟　
　
　
　

帚
木　

蓬
生

○
少
女　
　
　
　
　
　

湊　

か
な
え

○
ど
う
せ
、
あ
ち
ら
へ
は
手
ぶ
ら
で

　

行
く　
　
　
　
　
　

城
山　

三
郎

○
お
お
ぞ
ら
を
と
ん
だ
き
ょ
う
り
ゅ
う

○
コ
ッ
プ
の
手
品

○
四
季
花
ご
よ
み
別
巻



志賀町児童館

　

お
も
し
ろ
工
作
教
室
で
は
今
年
の

干
支
の
牛
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
壁
飾

り
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
向
永
い

み
子
先
生
か
ら
牛
の
折
り
方
を
教

　

切
り
絵
の「
し
お
り
」と「
メ
モ
帳
」

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
思
い
思
い
の
絵
柄
を
カ
ッ
タ
ー

で
切
り
抜
き
、
色
と
り
ど
り
の
和
紙

を
貼
っ
て
い
く
と
い
う
手
作
業
を
体

験
。
カ
ッ
タ
ー
の
使
い
方
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
簡
単
な
絵
柄
か
ら
、
バ
ラ

や
椿
と
い
っ
た
高
度
な
も
の
ま
で
集

中
力
と
柔
軟
な
思
考
で
切
り
抜
い
て

い
き
ま
す
。
個
性
的
で
か
わ
い
ら
し

い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
（
土
）、
オ
セ
ロ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
27
人
が
低
学
年
と

高
学
年
別
れ
て
、
一
人
二
試
合
ず
つ

 

お
も
し
ろ
工
作

  

切
り
絵
教
室

 

オ
セ
ロ
大
会

★申し込み、お問い合せは
　　志賀町児童館　まで　℡   32-1724

　１日（日）　児童館祭り　　　　　　　　９：３０～
14日（土）　子どもクッキング　　　　１３：３０～
　　　　　　（京菓子いがら饅頭作り）　　　　　　
22日（日）　ＤＶＤお楽しみ会　　　　１３：３０～
　　　　　　（ポケットモンスターダイヤモンド・パール）　

わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
赤
や
青
の

折
り
紙
を
丁
寧
に
折
り
込
ん
で
立
体

的
に
牛
を
表
現
。
仕
上
げ
に
和
紙
で

作
っ
た
鞍
も
付
け
る
と
「
立
派
な
牛

に
な
っ
た
」「
か
わ
い
い
」と
大
喜
び
。

台
紙
に
牛
を
貼
り
付
け
、
手
作
り
の

壁
飾
り
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

3 月 の 行 事 予 定

の
リ
ー
グ
予
選
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
・
敗
者
復
活
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
腕

を
競
い
ま
す
。
ど
の
子
も
知
恵
を
絞

り
健
闘
し
ま
し
た
が
、
北
谷
内
君
の

連
覇
と
保
育
園
児
の
活
躍
に
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

低
学
年
の
部

　

１　

位　
　

稲
岡　

愛
琉

　

２　

位　
　

新
谷　

諒
真

　

敢
闘
賞　
　

小
坂　
　

海

高
学
年
の
部

　

１　

位　
　

北
谷
内
文
也

　

２　

位　
　

細
川　

妃
菜

　

敢
闘
賞　
　

村
田　

祐
馬

  

オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

　

オ
カ
リ
ナ
教
室
も
７
回
目
に
な
り

ま
し
た
。
簡
単
な
曲
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
オ
カ
リ
ナ
も
練
習
を
重
ね
る
に

つ
れ
、
指
穴
の
開
閉
に
も
慣
れ
、「
か

え
る
の
歌
」「
虫
の
声
」「
お
正
月
」等
，

四
季
折
々
の
曲
を
上
手
に
吹
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
児
童
館

祭
り
で
の
発
表
に
む
け
て
「
き
ら
き

ら
星
」「
春
よ
こ
い
」
を
繰
り
返
し

練
習
。
児
童
館
に
オ
カ
リ
ナ
の
優
し

い
音
色
が
響
き
ま
し
た
。

　



　

Ｑ
１
：
夫
は
も
と
も
と
几
帳
面
な
性
格
で
す
が
、
最

近
会
社
の
仕
事
が
忙
し
く
て
、
残
業
が
長
く
、
帰

宅
が
夜
12
時
を
過
ぎ
る
こ
と
は
ざ
ら
に
な
り
、
土

日
も
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ご
ろ
様
子
が
お

か
し
く
な
り
、
家
で
も
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
時
間

が
長
く
、
し
き
り
に
疲
れ
や
す
い
と
私
た
ち
に
訴

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
労
働
災
害
と
し
て
、
労
災

保
険
は
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
労
働
災
害
と
し
て
の
精
神
障
害

 

　

最
近
で
は
厳
し
い
経
済
情
勢
や
国
際
的
競
争
の

激
化
か
ら
、
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ト
ラ
策
を

と
り
、
賃
金
体
系
も
年
功
序
列
型
か
ら
成
果
主
義

賃
金
体
系
を
採
用
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
他

方
Ｉ
Ｔ
を
始
め
と
す
る
技
術
革
新
も
目
覚
ま
し

く
、
企
業
従
業
員
は
新
し
い
技
術
等
の
習
得
を
も

迫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
近
年
仕
事
に
対
す

る
強
い
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
脳
血
管
・
虚
血
性
心
疾

患
や
精
神
障
害
に
陥
っ
た
り
、
自
殺
を
し
た
り
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
お
尋
ね
の
症
状
か
ら
み

る
と
、
ご
主
人
は
う
つ
病
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
精
神
障
害
が
労
働
災
害
と
し
て
認
め

ら
れ
る
に
は
次
の
要
件
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

業
務
起
因
性

　
　

労
災
保
険
法
は
、
労
災
保
険
が
給
付
さ
れ
る
労

働
災
害
は
、「
業
務
上
」
の
負
傷
、
疾
病
、
傷
害
ま

た
は
死
亡
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
ケ
ガ
や
病
気
に
対
し
て
労

災
保
険
が
給
付
さ
れ
る
に
は
、
そ
の
疾
病
が
業
務

上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
業
務

上
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
そ
の
疾
病
が
業
務

に
起
因
す
る
事
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
「
業
務
起
因
性
」
と
い
い
ま
す
。
業
務
中
に
機

械
操
作
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
場
合
に
は
容
易
に
業

務
起
因
性
は
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
精
神
障
害
の
場

合
に
は
本
人
の
素
因
な
ど
も
あ
っ
て
、
ど
う
い
う

場
合
に
業
務
起
因
性
を
認
め
る
の
か
、
そ
の
判
定

が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

　
　

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
増
加
す
る
精
神

障
害
な
ど
の
労
災
請
求
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成

11
年
に
「
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
な
ど
に

係
る
業
務
上
外
の
判
断
指
針
」
を
作
成
し
て
通
達

と
し
て
出
し
ま
し
た
。

判
断
指
針

　
　

こ
の
判
断
指
針
は
複
雑
で
す
が
、
次
の
３
つ
を

精
神
障
害
が
業
務
起
因
性
を
持
つ
た
め
の
要
件
と

し
て
い
ま
す
。

①
判
断
指
針
の
対
象
と
さ
れ
る
精
神
障
害
を
発
病
し

て
い
る
こ
と

　
　

例
え
ば
、
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。

②
そ
の
発
病
前
、
お
お
む
ね
６
カ
月
の
間
に
、
業
務

に
よ
る
強
い
心
理
的
負
荷
が
あ
っ
た
こ
と

③
業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
お
よ
び
個
体
的
要
因
に

よ
っ
て
発
病
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
（
す

　

職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
に
関
す
る
諸
問
題

　
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすな
ろ法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保険推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。



な
わ
ち
、
も
と
も
と
素
質
的
に
精
神
障
害
を
有
し

て
い
れ
ば
、
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
）

※
統
合
失
調
症
：
平
成
14
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
日

本
精
神
神
経
学
会
総
会
で
「
精
神
分
裂
病
」
の
病

名
は
正
式
に
「
統
合
失
調
症
」
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
こ
の
病
気
に
対
す
る
誤
解
や

差
別
が
是
正
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
尋
ね
の
例
で
は
、

①
に
つ
い
て
う
つ
病
ま
た
は
「
指
針
」
で
対
象
と
さ

れ
て
い
る
精
神
障
害
に
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か

が
問
題
と
な
り
、
専
門
の
医
師
の
診
断
が
必
要
で

し
ょ
う
。

②
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
指
針
で
心
理
的
負
荷
の
評

価
に
つ
い
て
詳
し
く
判
断
基
準
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
仕
事
量
の
増
大
や
勤
務
時
間
の
長
時
間
化
が

顕
著
で
、
特
に
心
理
的
負
荷
が
過
重
な
場
合
に

は
、
業
務
起
因
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
長
時
間
労
働
の
目
安
で
す
が
、
１
か
月
あ
た

り
の
残
業
時
間
が
45
時
間
を
超
え
て
長
く
な
る
ほ

ど
、
業
務
と
発
症
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
や
す
く

な
り
、
80
時
間
を
超
え
る
と
業
務
と
発
症
の
関
連

性
は
強
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
日

の
な
い
連
続
勤
務
が
長
く
続
く
ほ
ど
、
業
務
と
発

症
と
の
関
連
性
が
強
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
質
問
の
場
合
、
残
業
が
長
時
間
に
わ
た
っ

て
い
て
、
休
日
も
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
後
日
労

働
基
準
監
督
署
等
専
門
家
に
相
談
す
る
と
き
の
た

め
に
も
、
残
業
時
間
や
休
日
等
に
関
す
る
資
料
を

あ
る
程
度
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
ご
主
人
や
家
族
、
親
友
た
ち
と
の

離
婚
・
事
故
・
重
病
・
死
亡
な
ど
、
本
人
の
金
銭

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
災
害
等
の
有
無
や
本
人
の
既

往
歴
、
性
格
傾
向
な
ど
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　
　

お
尋
ね
で
は
ご
主
人
は
几
帳
面
な
性
格
の
よ
う

で
す
が
、
過
去
に
既
往
歴
が
な
く
、
そ
れ
ま
で
の

生
活
史
で
も
適
応
状
況
に
特
別
の
問
題
が
な
け
れ

ば
、
性
格
が
几
帳
面
と
い
う
だ
け
で
問
題
と
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２
：
労
災
保
険
の
支
払
い
を
求
め
る
以
外
に
、
何

か
法
律
的
な
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
：
労
災
保
険
と
民
事
責
任

　
　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
の
傷
病
に
つ
い
て
業
務

起
因
性
（
お
よ
び
「
業
務
遂
行
性
」）
が
認
め
ら
れ

れ
ば
給
付
さ
れ
、
使
用
者
な
い
し
事
業
主
の
過
失

は
問
題
と
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で
過
失
責
任
主

義
を
原
則
と
す
る
民
事
責
任
と
は
異
な
り
ま
す
。

一
方
労
災
給
付
の
休
業
補
償
給
付
は
、
給
付
基
礎

日
額
（
お
お
ま
か
に
い
え
ば
給
与
額
）
の
６
割
で
、

休
業
特
別
支
給
金
を
含
め
て
も
そ
の
８
割
で
あ
る

こ
と
、
後
遺
障
害
に
対
す
る
障
害
補
償
給
付
も
、

定
率
化
さ
れ
て
い
て
、
民
事
責
任
が
あ
る
場
合
に

認
め
ら
れ
る
逸
失
利
益
や
慰
謝
料
額
に
は
満
た
な

い
こ
と
な
ど
の
点
で
、
民
事
責
任
よ
り
低
額
と
い

え
ま
す
。
そ
こ
で
労
働
者
は
当
該
疾
病
発
生
に
つ

い
て
使
用
者
に
責
任
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

労
災
給
付
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
加

え
て
使
用
者
に
対
す
る
民
事
責
任
の
追
及
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
使
用
者
は
労
災

給
付
を
受
け
た
額
の
限
度
で
民
法
上
の
責
任
は
免

れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
行
為
責
任
と
安
全
配
慮
義
務

　
　

労
働
者
が
使
用
者
に
対
し
て
追
及
で
き
る
民
事

責
任
は
、
一
つ
は
、
不
法
行
為
責
任
で
す
が
、
損

害
賠
償
請
求
権
の
時
効
が
３
年
で
あ
る
こ
と
、
立

証
責
任
（
真
偽
不
明
の
場
合
に
敗
訴
と
な
る
危
険

を
負
担
す
る
こ
と
）
が
請
求
者
側
に
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
不
法
行
為
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
必

ず
し
も
労
働
者
側
に
と
っ
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
使
用
者
は
労
働
契
約
上
の
付
随
義

務
と
し
て
、
労
働
者
に
信
義
則
上
そ
の
安
全
を
配

慮
す
る
義
務
を
負
う
と
の
説
が
唱
え
ら
れ
、
判
例

も
安
全
配
慮
義
務
を
認
め
、
そ
の
具
体
的
内
容
と

し
て
は
、「
労
働
者
の
生
命
お
よ
び
身
体
を
危
険
な

ど
か
ら
保
護
す
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
義
務
」
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
安
全
配
慮
義
務
は
直

接
の
使
用
者
で
な
く
て
も
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
派
遣
先
は
も
ち
ろ
ん
、
請
負
先
が
こ
の
義

務
を
負
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
労
働

災
害
の
被
害
者
は
、
労
災
給
付
を
求
め
る
と
と
も

に
、
使
用
者
に
対
し
て
民
事
責
任
の
う
ち
安
全
配

慮
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
、
労
災
給
付
で
不
足

す
る
分
を
追
及
す
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
る
面
接
指
導

　
　

な
お
、
直
接
的
な
救
済
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
事
業
者

は
、
時
間
外
労
働
が
１
月
あ
た
り
１
０
０
時
間
を

超
え
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
労

働
者
の
申
し
出
を
受
け
て
、
医
師
に
よ
る
面
接
指

導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

労
働
者
本
人
に
よ
る
自
己
診
断
の
た
め
の
「
労
働

者
の
疲
労
蓄
積
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
見
て
く
だ
さ
い
。　
　



アリス館志賀アリス館志賀

　　お問い合わせ先 ……

　　花のミュージアム　フローリィ
　　　　　　　　　　　　　３２-８７８７

FLEURIお問い合わせ先 ……お問い合わせ先 ……

　　 花のミュージアム フローリィ
３２-８７８７

FLEURIFLEURI

　３

花のミュージアム花のミュージアム　　フローリィフローリィ

　※詳しくはお問い合せください

◇
  　 『本多達郎　飾面の世界』
　　　　　3月20日㈷～４月30日㈭

◇花の教室　・要予約（１週間前まで）
☆『春の寄せ植え教室』
　　3月21日㈯10時30分～   参加費3,000円

３月のイベント
☆志賀中学校吹奏楽部演奏会
　　３月20日（祝）14時～

☆『エネルギー実験ショー』
　　３月21日（土）14時～
　　　　　　　参加費無料　定員40名

☆『アリス館志賀＆フローリィ２会場クイズラリー』
　３月20日㈷～22日㈰・３月28日㈯・29日㈰

　お問い合わせ先 ……

　北陸電力㈱アリス館志賀　　３２-4321
　　　開館時間　9:00～ 16:30( 入館無料 )

　３

催し物 工作コーナー

★春休みるんるんイベント
   3月20日(祝・金)～22日(日)
　20日は ｢エコ工作＊スペシャルデー｣､
　21日は ｢アッとおどろく実験ショー｣､
　22日は ｢スペシャルアニメ上映会｣ があるよ。
他にも楽しいこといっぱい準備してま～す。
みんなアリス館に遊びに来てね !!　

★２会場クイズラリー
   3月20日(祝・金)～22日(日)
　　　　28日(土)・29日(日)
　アリス館からフローリィへ行くクイズラリーだよ。
　それぞれのクイズに答えて、プレゼントをゲット !

　　　　*都合により内容を変更する場合があります。

★ひな祭り工作
   2月4日(水)～3月3日(火)
かわいい壁飾りを作ろう !!

★ブンブン
　　ハニビーバッグ
   3月4日(水)～4月8日(水)
折り紙で小さなバッグを作ろう !!

★冬のとくべつ工作
  　3月の土・日限定 (3/20～22は除く )

　何を作るかはアリス館に来てからのお楽しみだよ !!

　　* 必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
　　*都合により内容を変更する場合があります。 



【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。
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総人口 24,070人

男 11,421人

女 12,649人

世帯数 8,073世帯
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4
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歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
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３
※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

１日
(日)

押水クリニック（内） 宝達志水町門前 28-8301
押水瑠璃光薬局 宝達志水町萩市

保志場内科クリニック 羽咋市的場町 22-0807

８日
(日)

新谷医院（胃・循） 志賀町末吉畷 32-3311
くすりのまき薬局 宝達志水町今浜

福田整形外科医院 羽咋市釜屋町 22-6311

15日
(日)

いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町 22-7800
羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田

池野整形外科医院 志賀町高浜町 32-0040

20日
(祝)

岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921 クスリのアオキ羽咋店
青木二階堂薬局 羽咋市石野町

松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下町 22-7888

22日
(日)

ひよりクリニック（内・外） 志賀町富来地頭町 42-2300
鶴多あおぞら薬局 羽咋市石野町

松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479

29日
(日)

松柳医院（内） 羽咋市島出町 22-0011
ヒ ラ バ 薬 局 羽咋市川原町

羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町 22-0254

(2月１日現在)

不
動　

勝
二

矢
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正
子

漆
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ふ
よ

矢
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一
江

松
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清
次

藤
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忠
男

小
西
由
紀
子

大
矢
き
く
い
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智
子

矢　

駄

高
浜
町

八　

幡

高
浜
町

百　

浦

町　

居

西
海
千
ノ
浦

安
津
見

富
来
七
海

978490908565737541
歳歳歳歳歳歳歳歳歳

氏　

名

年　

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

　

久
し
ぶ
り
の
編
集
後
記
で
す
。

　

さ
て
、
３
月
と
い
え
ば
別
れ
、
旅
立
ち

の
季
節
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
周
り
で
も

卒
業
や
退
職
な
ど
で
新
し
い
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
尊
敬
し
て
い
る
人
も
夢
を
か
な
え

る
た
め
に
新
た
な
道
を
歩
も
う
と
し
て
い

ま
す
。
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
と
新
た
な

道
へ
進
む
こ
と
を
決
断
し
た
勇
気
で
、
必

ず
実
現
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
も
っ
と
読
み
や
す
い
広
報
が
作
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真などコメントを添えて情報推進課広報放送係まで送ってください。

日　　時　　３月２日(月)・９日(金)       午後7:30～ 9:00
　　　　　　（上記以外の日でも毎週月曜日と金曜日に練習しています）

場　　所　　志賀町文化ホール(小ホール)
年齢性別　　年齢の制限はありません。
　　　　　　興味のある人ならどなたでもOKです。　　　　
連　絡　先　　志賀町文化協会　よさこい研究会
　　　　　　　０９０―４６８０―２３８１(山﨑)

日　　時 　　 ３月２日(月)・９日(金)       午後7:30～ 9:00
（上記以外 日 も毎週月曜日と金曜日に練習し ます）

「きらら華小町」見学・体験教室「きらら華小町」見学・体験教室

踊らにゃそん !そん！踊り子メンバー募集中 !

　
２月14日に２年越しの結婚式を挙げることがで
きました♥琉羽くん(1歳)琥海くん(0歳)も参加
し、一生心に残るバレンタインデーになりました。
これからも家族仲よくがんばっていこうね‼

　
わが家の若君です♥大きく元気に育っ
て、いっぱい× 2　友達作ってね♥

山本　琉
る う

羽ちゃん・琥
く う

海ちゃん浅野　恵
けいしん

臣ちゃん

職　種 区分 人員 職務内容 応募資格 勤務時間 賃　金

看　護　助　手
（町立富来病院）

嘱託員 １人 患者の看護
（介護）

ホームヘルパー
２級の資格を有
する人　　　　

8:30～ 17:30
※変則勤務時間など

　：夜勤有り（変則勤務）　

月額
137,200円

平成21年度　町臨時職員を募集します

◇勤務条件
　・看護助手
　　（1）　雇用期間　　平成21年４月１日から平成22年３月31日まで
　　（2）　勤務時間　　８時30分～17時30分　変則勤務時間など：夜勤があります。（変則勤務）
　　（3）　そ　の　他　　雇用期間により有給休暇、社会保険制度があります。
◇申込期間　　平成21年２月27日（金）から平成21年３月６日（金）
◇申込方法　　・申込期間内に所定の申込用紙（総務課、富来支所で交付およびホームページでダウンロード）に
　　　　　　　　必要事項を記入し、必要書類を添付の上、志賀町役場（総務課）へ提出してください。
　　　　　　　・郵送の場合は、封筒の表に「臨時職員申込書」と朱書きし、郵送してください。（当日消印有効）
◇選考方法　　面接試験により選考します。
◇選考試験　　期日：平成21年３月15日（日）〔予定〕　　会場：志賀町役場
◇問合わせ先　役場総務課人事担当　☎32－9311　町内IP電話　８－32－9311　

　役場も IP電話に役場も IP電話に
　対応しました。　対応しました。

　これからは 、最初に８をつ
けて発信してください。
　ただし、IP 端末に電話を収
容していない人はこれまで通り
発信してください。
　町内 IP 電話を利用している
人は、無料で通話できます。

　本庁代表　　８-32-1111
　各課ダイヤルイン　８-32-※※※※
　支所代表　　８-42-1111
　活性化センター　８-42-0500
　富来図書館　８-42-2777

その他の公共施設は３月末まで
に順次供用を開始する予定です。


